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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 1 1 月 1 5 日 ( 2 0 2 3 . 1 1 . 1 5 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 3 - 4 4 1 3 2 ( P 2 0 2 3 - 4 4 1 3 2 A )
【 公 開 日 】 令 和 5 年 3 月 3 0 日 ( 2 0 2 3 . 3 . 3 0 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 3 - 0 5 9
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 1 - 1 5 2 0 0 6 ( P 2 0 2 1 - 1 5 2 0 0 6 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 6 5 5 6 ( 2 0 1 4 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 6 1 3 ( 2 0 1 4 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 6 5 1 ( 2 0 1 4 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 6 2 5 ( 2 0 1 4 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 6 5 6 8 ( 2 0 1 4 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 6 5 6 3 ( 2 0 1 4 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 6 5 5 4 ( 2 0 1 4 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 6 1 5 ( 2 0 1 4 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 6 5 5 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 6 1 3 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 6 5 1 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 6 2 5 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 6 5 6 8 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 6 5 6 3 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 6 5 5 4 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 0 / 6 1 5 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 1 1 月 7 日 ( 2 0 2 3 . 1 1 . 7 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 体 部 １ １ １ に は 、 外 縁 壁 部 １ １ ３ と 、 ９ つ の 仕 切 り 部 Ｐ １ ～ Ｐ ９ と が 形 成 さ れ て い る  
。 外 縁 壁 部 １ １ ３ は 、 厚 み 方 向 （ Ｚ 軸 方 向 ） に 突 出 し 、 内 部 に 冷 却 媒 体 の 流 路 １ １ ２ を 形  
成 す る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 外 縁 壁 部 １ １ ３ の ＋ Ｚ 方 向 端 面 に は 、 － Ｚ 方 向 に 窪 む シ ー ル  
溝 １ １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 シ ー ル 溝 １ １ ４ は 、 シ ー ル 部 材 ２ ０ ０ を 収 容 す る 。 ９ つ の 仕  
切 り 部 Ｐ １ ～ Ｐ ９ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 い ず れ も Ｙ 軸 方 向 に 延 設 さ れ て Ｙ 軸 方 向 の 中 央  
に お い て 屈 曲 し た 互 い に 同 様 な 形 状 を 有 す る 。 か か る 形 状 は 、 図 １ に 示 す よ う に 電 池 Ｂ ｔ  
の 底 部 の 配 列 に 合 わ せ た 形 状 で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 各 仕 切 り 部 Ｐ １ ～ Ｐ ９ は 、 ＋ Ｚ  
方 向 に 凸 と な る リ ブ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 仕 切 り 部 Ｐ １ ～ Ｐ ９ に  
お け る － Ｙ 方 向 端 部 の Ｙ 軸 方 向 の 位 置 は 、 互 い に 略 等 し く 、 い ず れ も 外 縁 壁 部 １ １ ３ の －  
Ｙ 方 向 の 端 部 よ り も ＋ Ｙ 方 向 に 位 置 し て い る 。 こ の た め 、 各 仕 切 り 部 Ｐ １ ～ Ｐ ９ と 外 縁 壁  
部 １ １ ３ の － Ｙ 方 向 の 端 部 と の 間 に は 、 Ｘ 軸 方 向 に 延 設 さ れ た 共 通 流 入 路 １ １ ２ ａ が 形 成  
さ れ て い る 。 共 通 流 入 路 １ １ ２ ａ は 、 後 述 の １ ０ 個 の 冷 却 流 路 ｆ １ ～ ｆ １ ０ に 冷 却 媒 体 を  
流 入 さ せ る 。 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 仕 切 り 部 Ｐ １ ～ Ｐ ９ に お け る ＋ Ｙ 方 向 端 部 の Ｙ  
軸 方 向 の 位 置 は 、 互 い に 略 等 し く 、 い ず れ も 外 縁 壁 部 １ １ ３ の ＋ Ｙ 方 向 の 端 部 よ り も － Ｙ  
方 向 に 位 置 し て い る 。 こ の た め 、 各 仕 切 り 部 Ｐ １ ～ Ｐ ９ と 外 縁 壁 部 １ １ ３ の ＋ Ｙ 方 向 の 端  
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部 と の 間 に は 、 Ｘ 軸 方 向 に 延 設 さ れ た 共 通 排 出 路 １ １ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 共 通 排 出 路  
１ １ ２ ｂ は 、 後 述 す る １ ０ 個 の 冷 却 流 路 ｆ １ ～ ｆ １ ０ か ら 排 出 さ れ る 冷 却 媒 体 を 集 め て 流  
出 部 １ ９ ２ へ と 排 出 す る 。 共 通 流 入 路 １ １ ２ ａ お よ び 共 通 排 出 路 １ １ ２ ｂ は 、 互 い に 平 行  
に 直 線 状 に 設 け ら れ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 仕 切 り 部 Ｐ １ ～ Ｐ ９ の Ｘ 軸 方 向 の 幅 は 、 Ｙ 軸 方 向 に 沿 っ て 一 定 で  
あ る 。 し た が っ て 、 各 冷 却 流 路 ｆ １ ～ ｆ １ ０ の Ｘ 軸 方 向 の 幅 は 、 そ れ ぞ れ Ｙ 軸 方 向 に 沿 っ  
て 一 定 で あ る 。 し か し 、 そ の Ｘ 軸 方 向 の 幅 は 、 冷 却 流 路 ｆ １ ～ ｆ １ ０ 同 士 で 必 ず し も 同 じ  
で は な い 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 冷 却 流 路 ｆ １ の Ｘ 軸 方 向 の 幅 と 、 第 １ ０ 冷 却 流 路 ｆ １  
０ の Ｘ 軸 方 向 の 幅 と は 、 互 い に 幅 ｄ １ で 互 い に 等 し い 。 ま た 、 第 ２ 冷 却 流 路 ｆ ２ の Ｘ 軸 方  
向 の 幅 と 、 第 ９ 冷 却 流 路 ｆ ９ の Ｘ 軸 方 向 の 幅 と は 、 幅 ｄ ２ で 互 い に 等 し い 。 ま た 、 第 ３ 冷  
却 流 路 ｆ ３ の Ｘ 軸 方 向 の 幅 と 、 第 ８ 冷 却 流 路 ｆ ８ の Ｘ 軸 方 向 の 幅 と は 、 幅 ｄ ３ で 互 い に 等  
し い 。 ま た 、 第 ４ 冷 却 流 路 ｆ ４ の Ｘ 軸 方 向 の 幅 と 、 第 ７ 冷 却 流 路 ｆ ７ の Ｘ 軸 方 向 の 幅 と は  
、 幅 ｄ ４ で 互 い に 等 し い 。 ま た 、 第 ５ 冷 却 流 路 ｆ ５ の Ｘ 軸 方 向 の 幅 と 、 第 ６ 冷 却 流 路 ｆ ６  
の Ｘ 軸 方 向 の 幅 と は 、 幅 ｄ ５ で 互 い に 等 し い 。 本 実 施 形 態 で は 、 上 述 の 幅 ｄ １ ～ ｄ ５ に つ  
い て は 、 下 記 式 （ １ ） に 示 す 大 小 関 係 が 成 立 し て い る 。
　 ｄ １ ＜ ｄ ２ ＜ ｄ ３ ＜ ｄ ４ ＜ ｄ ５   ・ ・ ・ （ １ ）
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ０ ～ 図 １ ２ に 示 す 第 ２ 実 施 形 態 の 流 路 形 成 部 材 １ １ ０ ａ は 、 本 体 部 １ １ １ に 代 え て  
本 体 部 １ １ １ ａ を 備 え る 点 に お い て の み 第 １ 実 施 形 態 の 流 路 形 成 部 材 １ １ ０ と 異 な る 。 第  
１ 実 施 形 態 の 本 体 部 １ １ １ で は 、 各 冷 却 流 路 ｆ １ ～ ｆ １ ０ に 相 当 す る 部 分 は 、 図 ３ お よ び  
図 ５ に 示 す よ う に Ｙ 軸 方 向 の 全 体 に 亘 っ て 平 坦 で あ っ た 。 こ れ に 対 し て 、 第 ２ 実 施 形 態 の  
本 体 部 １ １ １ ａ は 、 図 １ ０ お よ び 図 １ ２ に 示 す よ う に 平 坦 で は な い 。 本 体 部 １ １ １ ａ は 、  
－ Ｚ 方 向 の 底 部 に 一 対 の 下 部 平 坦 部 １ ２ １ 、 一 対 の 斜 面 部 １ ２ ２ 、 お よ び 上 部 平 坦 部 １ ２  
３ を 備 え る 。 一 対 の 下 部 平 坦 部 １ ２ １ は 、 共 通 流 入 路 １ １ ２ ａ お よ び 共 通 排 出 路 １ １ ２ ｂ  
を 形 成 す る 。 一 対 の 斜 面 部 １ ２ ２ は 、 一 対 の 下 部 平 坦 部 １ ２ １ に 連 続 し 、 い ず れ も 冷 却 流  
路 に お け る Ｙ 軸 方 向 の 中 心 位 置 に 向 か う に つ れ て ＋ Ｚ 方 向 に 位 置 す る よ う な 斜 面 を 形 成 す  
る 。 ま た 、 一 対 の 斜 面 部 １ ２ ２ は 、 上 部 平 坦 部 １ ２ ３ を 挟 ん で い る 。 し た が っ て 、 各 斜 面  
部 １ ２ ２ は 、 Ｙ 軸 方 向 の 一 端 に お い て 下 部 平 坦 部 １ ２ １ に 連 続 し 、 他 端 に お い て 上 部 平 坦  
部 １ ２ ３ に 連 続 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 各 斜 面 部 １ ２ ２ と 下 部 平 坦 部 １ ２ １ と の 接 続 部 分  
、 お よ び 各 斜 面 部 １ ２ ２ と 上 部 平 坦 部 １ ２ ３ と の 接 続 部 分 は 、 い ず れ も 面 取 り さ れ て お り  
、 い わ ゆ る Ｒ が 付 け ら れ て い る 。 こ の よ う な 一 対 の 下 部 平 坦 部 １ ２ １ 、 一 対 の 斜 面 部 １ ２  
２ お よ び 上 部 平 坦 部 １ ２ ３ の 構 造 は 、 例 え ば 、 本 体 部 １ １ １ ａ を 屈 曲 加 工 す る こ と に よ り  
形 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
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　 以 上 説 明 し た 第 ２ 実 施 形 態 の 温 度 調 整 装 置 １ ０ ０ は 、 第 １ 実 施 形 態 の 温 度 調 整 装 置 １ ０  
０ と 同 様 な 効 果 を 奏 す る 。 加 え て 、 各 冷 却 流 路 ｆ １ ～ ｆ １ ０ は 、 各 冷 却 流 路 ｆ １ ～ ｆ １ ０  
に お け る 冷 却 媒 体 の 流 れ 方 向 と 直 交 す る 断 面 積 が 、 共 通 流 入 路 １ １ ２ ａ お よ び 共 通 排 出 路  
１ １ ２ ｂ か ら 冷 却 流 路 ｆ １ ～ ｆ １ ０ に 沿 っ た 中 心 位 置 に 向 か う 方 向 に 次 第 に 減 少 す る 断 面  
積 漸 減 部 を 有 す る の で 、 中 心 位 置 に 向 か う に つ れ て 次 第 に 冷 却 媒 体 の 流 速 を 増 加 さ せ て 冷  
却 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 こ こ で 、 冷 却 流 路 に 沿 っ た 中 心 位 置 を 中 心 と し て 各 冷 却  
流 路 ｆ １ ～ ｆ １ ０ に 沿 っ て 複 数 の 電 池 Ｂ ｔ が 対 称 に 配 置 さ れ て い る た め 、 中 心 位 置 に 向 か  
う ほ ど 使 用 状 態 に お け る 電 池 Ｂ ｔ の 温 度 が 高 く な り 得 る 。 よ っ て 、 電 池 温 度 が よ り 高 く な  
り 得 る 部 位 に お い て 冷 却 媒 体 の 流 速 を よ り 高 く し て 冷 却 性 を 向 上 で き る の で 、 電 池 Ｂ ｔ の  
劣 化 を よ り 抑 制 で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
Ｃ ． 第 ３ 実 施 形 態 ：
Ｃ １ ． 装 置 構 成 ：
　 図 １ ３ は 、 第 ３ 実 施 形 態 に お け る 温 度 調 整 装 置 １ ０ ０ ａ と 、 電 池 パ ッ ク １ ０ と を 分 解 し  
て 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ４ は 、 第 ３ 実 施 形 態 に お け る 温 度 調 整 装 置 １ ０ ０ ａ の 構 成  
を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 第 ３ 実 施 形 態 の 温 度 調 整 装 置 １ ０ ０ ａ は 、 制 御 部 ３ ０ と 、 第 １  
温 度 セ ン サ ９ １ ０ と 、 第 ２ 温 度 セ ン サ ９ ２ ０ と 、 電 流 電 圧 セ ン サ ９ ３ ０ と 、 監 視 ユ ニ ッ ト  
９ ０ ０ と 、 入 口 弁 Ｖ １ と 、 出 口 弁 Ｖ ２ と を 追 加 し て 備 え る 点 に お い て 、 第 １ 実 施 形 態 の 温  
度 調 整 装 置 １ ０ ０ と 異 な る 。 第 ３ 実 施 形 態 の １ ０ ０ ａ に お け る そ の 他 の 構 成 は 、 第 １ 実 施  
形 態 の 温 度 調 整 装 置 １ ０ ０ と 同 じ で あ る の で 、 同 一 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ  
の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 入 口 弁 Ｖ １ は 、 流 入 部 １ ９ １ に 設 け ら れ 、 流 入 部 １ ９ １ を 介 し て 流 路 １ １ ２ に 流 入 す る  
冷 却 媒 体 の 流 量 を 調 整 す る 。 出 口 弁 Ｖ ２ は 、 流 出 部 １ ９ ２ に 設 け ら れ 、 流 路 １ １ ２ か ら 流  
出 部 １ ９ ２ を 介 し て 外 部 （ 後 述 の 循 環 流 路 ３ ３ ） へ と 排 出 さ れ る 冷 却 媒 体 の 流 量 を 調 整 す  
る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ２ つ の 弁 Ｖ １ 、 Ｖ ２ は 、 い ず れ の 電 磁 弁 に よ り 構 成 さ れ 、 電 気 的 に  
接 続 さ れ た 制 御 部 ３ ０ に よ り そ の 開 度 が 制 御 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
（ Ｄ ３ ） 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 断 面 積 漸 減 部 は 、 共 通 流 入 路 １ １ ２ ａ お よ び 共 通 排 出 路 １ １  
２ ｂ か ら 冷 却 流 路 ｆ １ ～ ｆ １ ０ に 沿 っ た 中 心 位 置 に 向 か う 方 向 に 断 面 積 が 次 第 に 減 少 す る  
部 分 と し て 構 成 さ れ て い た が 、 本 開 示 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 各 冷 却 流 路 ｆ １ ～ ｆ １ ０ に  
沿 っ て 配 置 さ れ た 電 池 Ｂ ｔ の う ち 、 最 も 高 温 と な る 電 池 Ｂ ｔ が 、 中 心 位 置 か ら ず れ た 位 置  
の 電 池 Ｂ ｔ で あ る 場 合 に は 、 か か る 電 池 に 対 応 す る 位 置 に 対 し て 共 通 流 入 路 １ １ ２ ａ お よ  
び 共 通 排 出 路 １ １ ２ ｂ か ら 向 か う 方 向 に 断 面 積 が 次 第 に 減 少 す る 部 分 と し て 、 断 面 積 漸 減  
部 を 構 成 し て も よ い 。
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【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
（ Ｄ １ ０ ） 各 実 施 形 態 に お い て 、 各 流 路 加 熱 部 （ 電 熱 線 ） の 断 面 積 は 、 各 冷 却 流 路 ｆ １ ～  
ｆ １ ０ に 沿 っ て 一 定 で あ っ た が 、 本 開 示 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 各 冷 却 流 路 ｆ １ ～ ｆ １ ０  
に 沿 っ た 中 心 位 置 か ら 共 通 流 入 路 １ １ ２ ａ お よ び 共 通 排 出 路 １ １ ２ ｂ に 向 か っ て 断 面 積 が  
次 第 に 増 大 し て も よ い 。 各 冷 却 流 路 ｆ １ ～ １ ０ に お い て 、 共 通 流 入 路 １ １ ２ ａ お よ び 共 通  
排 出 路 １ １ ２ ｂ 近 傍 が 最 も 温 度 が 低 い 部 分 で あ る た め 、 か か る 部 分 の 流 路 加 熱 部 （ 電 熱 線  
） の 断 面 積 を 最 大 と す る こ と に よ り 、 よ り 効 率 的 に 各 冷 却 流 路 ｆ １ ～ ｆ １ ０ を 加 熱 で き る  
。
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